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阪
神
大
震
災
の
現
場
に
、

全
国
か
ら
か
つ
て
な
い
規
喫
の
多
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集

ま
っ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
難
民
や
ス
ラ
ム
住
民
の
支
援
な
ど
海
外
を
舞
台
に
活
動
を
暁

け
て
き
た
顔
見
知
り
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
粗
織
）
の
メ
ン
バ
ー
も
ま
じ
る
。
こ
れ
ま
で
国

内
で
の
活
勣
と
は
縁
の
諸
か
っ
た
彼
ら
を
つ
き
勣
か
し
た
も
の
は
何
か
。
国
や
行
政
に
先

ん
じ
て
海
外
体
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
な
が
ら
復
興
を
目
指
す
被
災
者
救
援
に
立
ち
上

が
る
姿
に
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
」
の
原
点
が
あ
っ
た
。

　
家
屋
倒
壊
に
火
災
が
追
い
打

ち
を
か
け
、
最
大
級
の
被
害
を

出
し
た
神
戸
市
長
田
区
。
そ
の

区
役
所
の
五
階
の
保
健
所
に
医

師
と
看
護
婦
か
泊
ま
り
込
み
、

近
く
の
避
難
所
を
巡
回
訪
問
看

護
す
る
。
夜
は
、
急
患
に
そ
な

え
る
。

　
　
ア
ジ
ア
十
四
力
国
に
支
部
を

　
持
つ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師

　
連
絡
協
議
会
、
事
務
局
・
岡
山

・
市
）
の
メ
ン
バ
ー
が
こ
こ
に
活

避
難
所
の
被
災
者
を
巡
回
し
て
診
察
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
医
療
チ
ー
ム
目
口
神
戸
市
長
田
区
で

　
（
社
会
部
・
藤
原
健
）

療
業
務
を
地
元
の
医
師
や
保
健

所
に
引
き
継
ぎ
、
訪
問
看
護
に

切
り
替
え
た
。
以
後
は
巡
回
訪

問
看
護
と
長
期
的
な
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
ケ
ア
が
活
動
の
柱
に
な

る
か
、
震
災
直
後
は
、
近
く
の

西
市
民
病
院
が
半
壊
す
る
な
ど

で
地
元
の
医
師
ら
の
動
き
が
と

れ
ず
、
そ
の
聞
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が

緊
急
医
療
を
支
え
た
こ
と
に
な

る
。
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
一
九
八
四
年
の

ぱ
、
と
思
っ
た
」
と
話
し
た
。

　
同
市
兵
庫
区
の
寺
院
に
拠
点

を
置
い
た
の
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

難
民
救
援
や
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク

の
ス
ラ
ム
街
ク
ロ
ン
ド
イ
な
ど

で
の
救
援
活
動
を
十
五
年
間
暁

け
る
Ｓ
Ｖ
Ａ
（
曹
詞
宗
国
際
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
合
、
本
部
・
東
京

都
）
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
タ
や
曹
詞

宗
総
本
山
で
修
行
中
の
雲
水
ら

約
三
十
人
が
補
助
給
食
（
炊
き

出
し
）
。
、
援
助
物
資
の
運
搬
な

ど
に
走
り
回
る
。

　
地
震
発
生
直
後
か
ら
寺
院
に

陣
取
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

動
を
調
整
し
た
八
水
沢
克
昌
・

事
務
局
長
代
行
（
ｊ
）
は
、
ク
ロ

ン
ト
イ
に
約
八
年
間
滞
在
し
た

こ
と
が
あ
る
。
「
神
戸
の
被
災

行
政
の
遅
れ
を
カ
バ
ー

勣
拠
点
を
蓮
い
た
の
は
、
地
震

発
生
の
一
月
十
七
日
。
ア
フ
リ

カ
・
ル
ワ
ン
ダ
の
難
民
医
療
か

ら
帰
国
し
た
ば
か
り
の
医
師
二

人
を
合
む
メ
ン
バ
ー
六
人
が

　
「
と
も
か
く
現
場
へ
」
と
、
岡

山
か
ら
同
日
深
夜
に
現
地
入

り
。
被
災
者
に
薬
を
配
り
、
け

が
を
し
て
運
ば
れ
て
く
る
住
民

の
診
療
に
当
た
っ
た
。
順
次
送

り
込
ま
れ
た
医
師
、
看
護
婦
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
既
に
延
べ
八

百
人
近
い
。

　
地
震
発
生
一

た
今
月
四
日
、

力
月
登
別
に
し

そ
れ
ま
で
の
診

ボ
ラ
ン
テ
″
ア
精
神
の
原
点

設
立
以
後
、
ア
ジ
ア
ふ
ノ
フ
リ
地
を
走
る
自
転
車
、
バ
イ
ク
、

力
の
難
民
救
援
を
は
じ
め
、
フ
給
水
車
・
…
ア
ジ
ア
の
ス
ラ
ム

ィ
リ
ピ
ン
の
火
山
、
バ
ン
グ
ラ
街
を
思
わ
せ
る
環
境
に
ほ
う
り

デ
シ
ュ
の
大
洪
水
な
ど
自
然
災
込
ま
れ
た
人
々
に
、
何
と
か
力

害
で
被
害
を
受
け
た
現
嚇
に
も
を
貸
し
た
い
」

メ
ン
バ
ー
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知
　
タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
境
の

り
合
い
の
医
師
を
投
入
し
た
。
難
民
キ
ャ
ン
プ
や
カ
ン
ボ
ジ
ア

日
本
国
内
で
の
活
動
歴
は
な
か
国
内
で
幼
児
の
保
育
に
当
た
っ

っ
た
が
、
代
表
の
菅
咬
茂
医
師
て
き
た
Ｃ
Ｙ
Ｒ
（
幼
い
難
民
を

（
四
八
）
は
「
国
内
で
発
生
し
た
空
考
え
る
会
、
本
部
・
東
京
都
」

前
の
被
害
。
し
か
も
、
震
災
直
は
一
月
末
、
手
製
の
遊
具
を
携

後
は
行
政
に
動
き
が
と
れ
ず
、
え
た
高
田
美
江
子
さ
ん
（
四
〇
）
ら

空
白
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
空
白
が
長
田
区
に
入
っ
た
。
カ
ン
ボ

を
埋
め
る
た
め
に
こ
れ
ま
で
の
ジ
ア
難
民
救
援
を
直
接
の
き
っ

経
験
を
鮫
援
に
生
か
さ
な
け
れ
か
け
と
し
て
八
〇
年
、
タ
イ
・

バ
ン
コ
ク
で
発
足
し
た
Ｊ
Ｖ
Ｃ

｢阪神大震災地元ＮＧＯ

　　＝神戸市中央区で

電話で各地の被災状況をーべる
救援連絡会議」のメンバー

豊
丁
事
務
局
長
代
行
（
Ξ
八
）
も

八
六
年
か
ら
三
年
間
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
・
ダ
ッ
カ
で
農
村
の

生
活
改
善
運
動
に
取
り
組
ん

だ
。
神
戸
が
復
興
し
な
い
と
、

研
修
生
の
受
け
入
れ
な
ど
海
外

向
け
の
活
動
も
で
き
な
い
。
そ

の
意
味
で
今
、
神
戸
の
た
め
に

　
（
日
本
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
活
動
す
る
こ
と
は
海
外
救
援
后

ン
タ
ー
、
本
部
・
東
京
都
）
も
、
勣
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い

関
西
の
メ
ン
バ
ー
が
神
戸
市
に
る
。
「
海
外
経
験
の
あ
る
ボ
ラ

多
い
外
国
人
向
け
の
相
談
窓
ロ
ン
テ
ィ
ア
は
、
日
本
政
府
の
対

を
開
設
し
た
。
　
　
　
　
　
応
の
遅
さ
を
肌
に
染
み
て
実
感

　
地
元
神
戸
市
の
Ｎ
Ｃ
Ｏ
が
結
し
て
い
る
。
そ
れ
を
補
う
た
め

成
し
た
「
阪
神
大
震
災
地
元
Ｎ
に
も
、
我
々
が
こ
れ
ま
で
の
ノ

Ｇ
Ｏ
救
援
遠
絡
会
議
」
「
事
務
ウ
ハ
ウ
を
駆
使
し
て
、
復
興
の

局
・
同
市
中
央
区
、
毎
日
新
聞
。
日
ま
で
動
く
し
か
な
い
」
と
、

神
戸
支
局
ビ
ル
内
）
は
七
日
午
0
1
発
的
に
公
益
の
た
め
に
働

後
、
第
一
回
連
絡
会
議
を
開
催
。
き
、
被
災
民
の
自
立
を
促
す
ボ

こ
う
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の
意
義
を
強

の
連
絡
調
整
に
当
た
る
。
　
　
調
し
た
。

　
そ
の
責
任
者
の
一
人
、
中
田
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